





























筑波社会科研究 2号 (198 3) 
実践編である「 Il地理的学習の展開」は，一社会科指導計画と地理的学習，二 各学年での






著者の石山忠造先生は， 3 5年侭わたって筑波大学附属小学校で教鞭をとられ，今年 3月定年
退官されてからも，昭和女子大学で社会科教育関係の謂義を担当しておられる方である。本書の
構成は，
第 1章 社会科誕生の意味とその変遷
第 2章 社会科の目標と内容
第 3章 子供の発達傾向と能力の考察
第4章 地域の実態忙即した「社会科の教育課程」
第 5章 低学年の学習指導法
第6章 中学年の学習指導法
第 7章 高学年の学習指導法
第8章 学習指導法の原理と創造
第9章 社会科の評価と指導
以上の通りであるが， 「まえがき」で著者目身が言っておられるよう匠，この本の重点は第 5
章～第 8章忙置かれている。小学校の低・中・高の各学年の社会科学習侭関するきめ細かな実践
事例が，豊富胚納められている第 5章～第 7章と，それらをふまえながら，学習指導法の諸原理
を総括したうえ，独自の学習指導法の創造を提唱しておられる第 8章の内容は，まさVC:3 5年の
経験を持た九るペテラン教師ならではの感を深くするものである。
「人間匠は“好み”というものがある。民間研究諸団体が王張する主義侭対して， ｀好意”を
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